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殉煙に関する実験的研究(第一報)複殉倭に就し､て

(相 即 2SLT'3月 IOtl丑 JI)

揮辺定 五 ･竹 内何市郎
(F]本油FZE丑二歩)
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火BEのRI組 には呑む希tlの見方F･ちろ王萌ト の火

野が悪の雄 大小破ひ(三男也の相月により爆発性鮭S･

異にするたb触 こ攻◆の妓する現象を充分にZe明

し似るものとはなっていない｡木i8分はdiJtの袋鼓を

拭碩 ■の柳 に若干の栴軸 をもたらさんが

ためJ=なされたものである｡T,;姥の隅砂 洲 連の

理i女帝死する草間J･.の典嫌ある伺aにJf.王らIT,T

字 FIEt I

り Ea休以 捕:の作Itlに付て

J.; 雌男の血成分変化による形誉
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イナーイJ.をE]市脚 暮け ろtI余波ひはその拙 者の立

等から もEtpf.･阿Zdであ る｡訪中F';堤砂上士中破ひ

は永中細 と辞◆の帥 こよるf;lIの馳 顎 多(な

されて果たが昆虫と舞皆とのet-されたものか末だ見

当らないため布人命tTの相 に捗肋していろ耕 土稲畑

の作川四･TIRひほその作用息位に付て邦PJSとLTLいた

めであろう｡糊 は砂_ll.,か い,環はL=萌すろ=,

≡.の相 的考軒を拭与るためこ▲に第-点を古き托

先守の欄 を粒り食いとD.～.

劇*

畔出7370の乃
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書

中21.◆,
ノ･)錯包婿iBFltm砂のゼ可
部
一軍心
緒托iJ二秒(】5-2Oll正)OSgを附前帆

在コ fL,孟諾 禁 IL誓 冨謡 孟品か棚 鰍 牧の作…(DJ

するqFは明らかにされていろ｡そしてこLLらの和子は

個別的に作川し攻ひはその兆Ildn州 こ上って純はナろ

ものと考へられて架たが火r胡11川と冒ふ敗念は少しも

灼 媒 FFニ JA'女

性m く姓 離 草 曽) 景 子芋

へ + ソ JJ y 09も 5,5CO

捧 S イ ナ Y イ ト 150 5.∝0

祈 網 ダ イナ▼イト 150 号,SCO

l計'&ダイナYイト 096 2,900

卯らかにされて屈fJ:い｡東6f死はこのJI.tに罪して-~つ

の見扉を示すものと考へられる.切 らこれら凪別yBJ

子が温点からi2ろ棚 において分甘すると,そのEgNE
以上の鯛 においてはこれらの田子は他を,婆めろ卯 .-

2Scm l30m 25crr) 13D亡ロ1 25I二m

8′ 35r 29 ′ 72t37*
16+ )9′】8r 39′ 32 p

32F eP 9◆ 38■ 8■

なくむしろFn胡ttlHはするものと推定した｡l諸件朋 1

秒 顎こほに大なろ世事を与-ろ巾は班 l-2から明ら

かでもろ.Ql',.'&!におし･ては KX101の米分取 子

守の舶 tによろものでもb,湖 北のtIは力はそのF



溝辺.竹FLl 乃か こPlfも集魚的軒究 (軒一粒)胡杓伴にilいて I13

並.曲腔の大小1=上l)典なるは勿ZBである｡mダイ藁

t･1続のEhi4Jll'.'タフfンが拙僧に大な引川1を及ぼす

耶 王政1こ述べ{みろh:EflYイの齢 荘包放縦 の附瓜

ハク71ン{_/描 くl封土その内はtE71は 5-7CTnt'

もろが.､ク71ンを附斤せしめれば 【O-e-log)】S

CTT)～25cm に壮大+ち｡斬朋{イナーイトのqL合は

故多くの茶汝によってもtal帖投射鴇の攻射によサ⊂殉

LP.JEFrz)牧 人は見られないEAleもろ｡凹f棚 杓 が転

il千として仲川すらものか政はNLたち舶 粕 の休 作

Juとして捲るものカ･は官にP柑 となる折であるが左射

的かi事Jt･f-肘与の形は早良に決rjgされろものでは

なく前2の兼也の性F(に上るものと方へられろo6)ち

糧eE沖 ･flには榊 缶に対して鎮感ならものと黙よさ
JLイ ーに対して分NBL易いものと2向あり,これの招

Aに上りは作並射紬のFi楼作JLm千としての鞍勤 ;汰

'&されろもの'(･あ-'J～｡従って円臓 翔)の仲別を黙

作朋dひはa掛 川JJこ上るものと考へ,攻ひは赤そ

の仏間仲川とするが如き決延は一方的になされlrJろも

のではない｡

I) qfJJIに虻て

イ).rJ 持
前 l汚tilmfイ(.1-096,321nm G!,lCOg)軒 2重

也へ+y-yソ(ユEO90.∽g)を川ひ荊 1塀で虻目
した如く凍脚 に砂栓子を.･附qTさせた齢 と黙らざ

るJMIの柁煤を我3に′J汁｡61も砂ti1--を附31させた

ものは95山 肌の瑚 0-7L･m の -加 でli完矧 こ拘

はが見られろが 8-】5Lm.の zone でIlぼ榊 辻は

1{JL.全か奴は･t撚ったわらない｡然るに 2OcTn以上

では̂Tiび殉雌うち≧ぎ:に屯ろ｡この時に梢 の由る雌

地相に荘近二つがある竹が見lLIされた｡この塊FtをyE

に姓倉招く行へは対JJ=和 一如く7Pl切掛三に砂粒'(-'L_r･

附mせね切付 こ於いてもW,王捌 地 相が2分されろZII

がBIlちかである｡

この攻敬をI史棚 と-i(ひ近FEi片の持場 をbJ欄F'JI乱

過lz# の均煉Jf技P杓蛾とY,付けろ恥 こする｡nYk'･ダ
イナーイ11のは1引こFnしその∬也射 ミから叔射される

ml'井切 ひは未払等の-J珊 tl･Tの存在はfd々 の方

法に1つて知られろがこれらのfl･T-と初動渡との分律

は拡t少払 ･ら1OcmEAJ外の棚 に見られろ竹はこlt迄

のZ,ユy-L,ンElか ▲ら切 らかである｡lBl血 千はそ
の2Z故の火小破ひはその分御立切に上って凍封が1時

に行biLfl･い｡伽 の小なろものは火なろものに托し
てtq性のZ!に上りを効き九易い,従って上式の 】O cm

lXl外の榊 におい ⊂珊 汝IAlr_/N lして釣粧すろもの

はこれら段別屯手の一部分であろb'LF血の大TLろもの

は班に人なるEE書を持ててn嫡J'r父迫するttになる｡

W F.h 王用件薮射他のnlJil.=上って項はれろため蛮

小鼓室の新 砂 I.のqRlそれぞれ殉頓瑚 乃岨S･炎に

す る.CPち砂上においては珊動故の反肘滋に彰辞 され

て川棚 射的の什ltJを嫉i'るた吟柁雌花廿の降下を東

すが増 のL皿 ).抄 l∫;.漣を生として行El柵 もこ

の世/L示すことに~rろo

I,) バラ 71ン収抑こ上る彰7

抗 】繋旬の来泊に-タフインの円板 (8!30m m)

を附JWさせそのJliさ1こよ7.彰書を見ろ (.?fd)

ノ･ク71ン,珍.女塩等の瑚 Iによって前2器也へ

+ y- yンは爆発せしめられろの'eあるがこれらのZ2

射池のti子を ICOユltlLJ:の枕 粒子とする特は伯仲

戊肘に上ろ取乱王現れf_い｡J･タ7 1Yの如 くpJ鼓蛙

にとむものは掛けtに くいため附申,.H Lyはその

IV引こ上って早 即々 ;'i加 を′rTr･切ら好さ0ZO-
O.25TTJTrt以上の八タフ(ンをLWJ+7_特は柏は荘■

を二分しそのゆalTL'_ポ好他車を'J=ぜLPL'ろEl,'LS.屈の

FrL祁nJJlb;引火するとrJへられろ.
J･) J<タ フ<ン以外のiZ射鞄のtif
先に閉路投射抱が黙IZI千としてIt'川するか穎的的な

柵 V用として正中かはホ2野山のt甥 に上る事を迷

べたが-キソーyンは日宇作用による感触 ;･̂･である

との粟脚 実から叩tW 射牧として器iZに附許せろ

ものの順 位の丘吸いは11密の大小によろ彰守Q)一例

を'J16に示した｡木棚 bizco･MC血過のものは枚瑚

殉曝*_･･点す旺力がない市が分ろ,恥 は分簾性に好む

ため火平は乾現され'JJ王応或ひl>J▲LSrll蛙の相賀投手

が酢2好色稽lこ7t櫛 荊してい7J lが分ろ｡枚稿はEt

珊2野tJの項汎化現に上l)択なった的な示し父茄lEE;

1止Q)机成分赴既は辿等多くの肺件に.tつて支配されろ

ものであるが省輔十ろ｡

J.; 芸 志 望麗 人なろものその軌跡 二相

性滋ひは非爆発性拘穴の合有,43,1､なるものは初桝殉雌

ym が大なるuLを'-J汁 こiu=反する切介は後脚 A掛ま

小なる粧楼他市からJLL現すろ｡

2) 酌 Z拓也の鰍 に村瀬するIIT-の大小lこ1つ

てg伸ばは机央し滅ひは川現ナろ小から邦,脚色冊む2

つのノー7に分つものは閉経穀舶抑 こ上って引起され

るものと考へろ｡

3) 初期殉促7)rENE他帝的練において軒曲技と伺

L拙 T･とは分片され一帯の投射払子は故由を耳盃する

かL･'ニLtらの凶手のthVが蚊殉娼lこ旬Jjするものと巧
へろ｡

4l J･ク71ンの投射に上ろ内相の彰Fに付ては

市1耳に逮べた如くr'Phe托井を識しく村人するもので

あるが附新..-タ フ1一の付きを小さくすれば或班以下

では_投射..Lチ7･ンは♀ろ和様の凶手としては,イナ

A的作朋となる4tが分つた｡抄ち破る大きさ以下の枚

射柑土市2蛋包なFはせしめないのみならず地のF')は
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柚 子Q)桝 旭 FR筈するものである｡

5) 煉野のm成分竣ひは玉均米の附Hl搬 三･T･め破

る拓田のtl紛 布を･･有するため.紫色のJZZ汁に上って

これらの抽Ib;附 される年分 D-loo.tt壬のJih的

に以宅し'Cもその一助 布が均一でもろとは考へられ
-Ti糊のTl禁分秒 こ安定されて破るかた上った分布を

和するものと考へる｡牡上の瓜から市 J弘也 (恥 f

イナーイり の爆発に序Lその伽 を来生tn甘木簡

明三圧倒七の一群 (恥 tj子)が悩 してこれに先行

するこれらの投手は第2罪也を付潅せしめ7ひずして沌

両虎ひはr～杯にi2人する｡捜rtする恥 はこの不活

性抽肝城ひはこの不活軸 1!ト ヰy-yンの況介紬

にt,TfをJJへろ桝になJ)耶2茄tlは防蝉を受け1=い｡

後現すろ比較的tl曙の大なる粒子は肘掛汲のEi:h雌 に

合ひ那2射 空を捗tJiせし桝 rJ引こたるェネJLイ ーを仲

持しながらその一部を失.-･ために折2拓也は不腰に牡

ろ政ろ屯田の松茸を茄する粒子盛岡が圧ヰ雌 に阻功さ

れろLrfなく酢2年也にそのェネ･t･f-を少､7IJろEE～

が後期殉FVを･llなす髭雅JB冊となるであらi｡以上の

抜取を桝 的に姥べろならば胡糾明 は恥 に上I)

後糊 Iirq轍 抱 に上り引EiZされると麦へる.千

してこれらのR朗的田子は.それ75-L恥 で妨2兼tLを

伊ZFに堺く市の山東なl時はそれl=稜牧する他の円1･

の作JlJを帆坊するものと云へろ｡切ら従兼辻べられて

来たヨ刃7-叫跡 肺用とはこれらの閃子がl8時F=作JH
する寸分に糾起きろiLべきものでこJLらE肝 のIu僻

即にづ九のもろJ8分l.一柳 作川なくL･LろPl啓nzlfJを
なすのである｡

9!段 目 那2弘也の i を変化させたせ会

談 7により ユが小なるt'Jm朋和唯は大r=ろ帆女房.

チ ,これはウrl超野妙技を作Tf個 ･T･とする相撲は廿iB

見られろものである｡ユh'小と如 り綱 体投射肋のA

ネA･f-は1分に約 2準位に侍へられないため捜朋殉

l洲三明純な服(.ほ 有きない.姉bm )推 〆イナ▼イト

を郡】邪tuとしてlNIJした牡丹(.卿 こに砂を附新せし

めたときは甘和膿の現敦が空にtk鰍 こなっていろ｡こ

れは恥 ′イナ▼イトに比べてftrイデーイトはrZ雌

犬ならため砂粒.Tは邪 を,受けそのtl床分軸 'm tイ

の齢 に此奴して枚等となってしろためと考へろ｡

描 空

l) 冊 立に上る機 はh GIイブ▼イト(5-T
eTn)薪的′イナーイトく7-8ぐm)いつ'Ltも軽い仏を

示す｡そjtJil･の雄 においてはIJlf柏 a舶 ひほ他

の田子によって熊付されるものである.
2) 殉AyのLg子はそれが舶 的に作月lして抗2軍

也を誘鮮せしめない梓は枝Ftする他QT,田丁の作用を,由

めろ.在って欄 干の陸相肘 IIに1って桝 か見られ

ろのはこれら的 :何時作FFの申告である.

3) 甜事鳩 の馳 胡 白になりこtlは純戊の作fH
Bl手のm州 11川に上るものでもろと.号- ろ｡仰研朋T

イナIrイIの税1割i次の特会に幹速しか ･｡
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液 酸 爆 薬 に 就 し､て の 一 考 察

(唱 和 25年-3JZz3Jl受 Jl)

坂 本 丘宗 一

(旭化成獲円エ♯)

緒 書

棚 市J=臥 ･ての相1ltは文机 こもあるが,その工

E的利糊はその地文JINIIが捕 lされるのでy:庁1二位
Jllされた仰 '.余J)多くない｡しかしその打束姓に臥L
て拡安三価氏は｢コ_叉はJJ;の行}JJ｣(火性耶l喝!那3号)

にて軸椎胞 は.伏ILll.にfJ■の不純はもろが従来の糧

琴に代って相当に利JJは九ものではないかと云つ澄且

を迷べて居ろE,その成市は兄もtqとして七IT湖 t螺野

に対すろ一考薪を述べてJlたいと必 う｡

(り 榊 と棚 のJtのMaL
今までの考えでは護だl雌羊は C O王の比が 12.7

附近でないと完全には持したいときIしてAtる｡従って

榊 に法和む現収させた齢 .托放辿淀と時IZ8の腐




